
コード

作成年度 26 年度

課コード

主管課名

㎡

㎡

％

％

※3次評価は、住民等の意見があった場合にのみ、再度公表するものとする。

  　基 本 事 業 評 価 表

10

8.4

84.0

都市公園法施行令による都市計画区域内の一人当たりの公園標準面積は10㎡であるが本町においては8.4㎡で

ある。平成25年度に中筋公園の区域拡大により若干面積は増えたが新たな公園整備事業は厳しい財政状況を考

慮すると困難である。

都市公園の新たな整備は都市計画区域内に限られることから困難である。また、現有の都市公園施設は経年劣

化により老朽化が著しい状態で、維持補修若しくは撤去での対応となっている。特に、利用者が多い施設にお

いては長寿命化計画を策定し計画的な改修が望まれる。また、公園事業以外の事業を活用した改修方法も検討

する必要がある。

平成25年度に中筋公園において隣接地を区域に編入し公園面積の増大を図った。また、有川都市再生整備事業

を活用し事業項目に中筋公園の改修整備を計上し複合遊具の選定においては地元小学生に参加してもらうなど

利用者のニーズをふまえた公園施設の充実を図った。

20301

119
関係課名 土木課

建築課

総合計画の位置付け

政策名称

施策名称

安全、便利、快適な生活環境づくり

こころを癒す公園・広場・緑地の整備

22年度 25年度

 目標達成年度 平成26年度  目標達成年度

 目標達成数値 10㎡  目標達成数値

23年度

8.3

24年度 26年度

10 10

－

83.0

年　　　　　　　　度

成　果

指標 1

目　標　 　A 10 10

達成率　B／A 83.0 83.0

単

位
実　績　 　B 8.3

3次評価

住民等の意見

町 の 対 応

1

次

評

価

現状

課題

改善

達成率　B／A

2次評価

成　果

指標 2

目　標　 　A

公園施設の老朽化した遊具、施設等の撤去、改修を行い安全で安心して利用できる公園づくりに努めるため、

適正な公園の維持・管理を行っていくこと。 また、災害時の一時避難地など防災活動の拠点として利用でき

るようにしておくことも必要であるため、都市計画区域外の公園を含め、関係各課と調整・協議しながら対応

すること。

単

位

8.3

－実　績　　 B

基　本　事　業　の　成　果

 成果指標の積算根拠 都市公園面積÷都市計画区域内人口  成果指標の積算根拠

一人当たりの公園面積（都市公園）

基本事業名称 身近な公園整備

 成果指標名称 1  成果指標名称 2

基　本　事　業　の　目　的

公園や広場、緑地は住民の憩いやスポーツ・レクレーションの場としてだけではなく、コミュニティや防災対策上の機能としても

重要な役割を担っている。住民が遊び、憩い、交流できる場として公園整備を進め、快適で自然環境と調和した魅力ある場を創出

し、潤いのある都市景観を形成することを目的とする。



番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

土木課

#N/A

新上五島町ふれあい公園整備事業

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

担当課評価対象事業名称評価コード

203010201

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A #N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A #N/A

#N/A #N/A

880千円基本事業を構成する評価対象事業の合計事業費

#N/A #N/A

#N/A #N/A

#N/A #N/A

#N/A #N/A

評価の方向性

（途中）

このまま事業を継続

#N/A #N/A

◆基本事業を構成する評価対象事業◆

平成25年度

直接事業費

880千円


